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1.問題の所在	

	

	 現在、日本だけではなく、中国の学

校でも学校教育が受験競争に対応する

教育になっているという危機的状況に

ある。学校の授業では、現代社会の諸問

題について主体的、批判的に考えるとい

う力を身につけるのではなく、単なる抽

象的な知識を丸覚えすることを要求し、

テストで選別していく。そのために、子

どもの疑問や課題意識が無視される。子

どもの知的能動性も徐々に失われてい

く。「教科嫌い」によって、学びを拒絶

し、「学びから逃走」する子どもたちが

急激に増えていると言われている。理解

できない授業の内容をそのまま無視し、

分かったつもりになった学生もまれで

はない。こういう現状が学習意欲の低下

を示すと見なされている。学習意欲の低

下は、生活全体の意欲の低下へとつなが

る。現代社会に生じている課題に取り組

む学習が必要であり、自分たちの生きる

社会を作りながら統治・自治能力を獲得

し、その先に将来社会を展望して、そこ

での生活と活動に必要な文化と知識と

技能を意識的に選んでいくような学習

と学習意欲のあり方が求められている。

このような学習意欲を形成するために、

学校教育の授業を組み替える必要とさ

れる。	

1980 年代後半から、学校現場で参加型

学習が広く知られるようになった。その

とき、グローバル化を背景に、開発教育、

環境教育、人間教育などの「アクティビ

ティ」を用いた学習活動が広ってきた。

90 年代以降、教育政策として新しい学力

観と言われるものを提唱された。同時に、

教育学においても、「学習の転換」や「学

び」論が提起され、従来の伝統的な教授

法が問い直されることになった。「子ど

も権利条約」における学習と社会参加を

統一的にとらえ、社会参加を全体とし、

社会参加を目的とする学習を子どもに

保障することを要求している。このよう

な学習は、参加の文脈の中で意味づけら

れることで生きることを結合され、生き

ることを支えるものへと組み替えられ

ると考えられる。このような動向の中に、

ワークショップ型授業は位置づけられ

た。近年の日本の「総合学習」などの分

野でワークショップ型授業への関心が

広がり始めた段階にあるとも言える。参

加、自治を追求する実践的営み、芸術・

身体表現系での営み、また生活科や総合

学習での取り組みなどは、ワークショッ

プ型授業への土壌を作り出し、ワークシ

ョップ型授業が広がっている。	

本研究は、このような問題意識および

動向のもと、学習意欲の理論を検討する。

そして、学習意欲に影響する要因を検討

する。その後、学習意欲の理論をふまえ、

事例を取り上げてワークショップ型授

業の構造を検討し、学習者を中心とする

ワークショップ型授業の手法を学校教



育の授業の中に取り入れる可能性を検

討する。	
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3.論文の概要	

	

第一章	 学習意欲とは何か	

	 学習意欲の有無に対する評価の手法

が多く存在するが、人間の内面的な意欲

という心理状況を数値で表すことは意

味があるかどうかについて、疑問を抱い

ている人がまた多くいるだろう。そのた

め、比較的の手法を用いて、学習意欲を

高まったかどうかを把握することのほ

うが、信用性があると思われる。つまり、

ある授業の手法で学習意欲が高まった

かどうかを判断するとき、学習意欲が低

下する状態から脱却するかどうかによ

って判断するのは一つの手法である。そ

のため、学習意欲が低下する状態を検討

する必要があると思われる。また、学習

意欲を理解するため、学習意欲を意欲の

一つの側面として理解する必要がある

と思われる。この場合には、意欲という

心理的状況に対する検討も重視しなけ

ればならない。したがって、本章では、

意欲という心理的状況を意欲的と非意

欲的に分けて検討する。また、動機づけ

理論について検討する。その後、学習意

欲の定義を明らかにした。	

	

第二章	 学習意欲と参加	

	 学習意欲を論じるとき、考えなけれ

ばならないのは、学習者が今学んでいる

学習内容の価値である。価値の種類と大

きさは、人の努力の方向性と持続性を保

ち、意欲を高まると思われている。しか

し、学校で習得した知識は身近な社会と

のつながりがほぼ見えず、学校で習得し

た知識が実際の生活との関連がうすい

ため、学校教育が相対的に貧弱になり、

学習者の学習意欲が低下している。した

がって、学習意欲を高めるため、学校教

育においての授業の転換が求められて

いる。このような現状からに、社会生活



と密接に関連しているアクティブな学

習活動が広がってきた。このような学校

教育の現状を踏まえ、参加という活動が

学校教育の領域に位置づけられる。	

ここでの参加は、二つの意味を持って

いる。まずは、学校教育ヘの参加である。

それは、学習内容に対して、テーマの設

定や課題の取り組みなどの学習活動を

能動的なものにすることである。もう一

つの参加は、文化世界への参加を指して

いる。それは、学習者が当事者となって、

学習活動を行うことを指している。参加

が学習意欲に与える影響について、佐貫

浩は「このような時代の変化を学習意欲

の問題として捉える上では『参加』とい

う視点にこだわってみることが必要で

ある。生きるということは、他者と共に

生きること、他者との関係に参加して生

きることを意味する」1と指摘している。

この視点からみると、学習意欲は学習者

の生きることと密接な関係を持ってい

る。その生きることは他者と関わってい

るであるため、学校教育の中に参加とい

う学習活動の重要性がみられるように

なった。	

また、学習意欲が低下している表現と

しての「学びの逃走」について、子安潤

は「問題自体は、強制される学びからの

逃走であり、学ぶ意義を感じられない教

科内容や学びのあり方からの逃走であ

って、別の学びの方向を求める表れと考

えることもできる。そうだとすれば、ど

んな内容を学びの対象とするか、どんな

学ぶ活動とするか、その選択・決定に子

どもがどのように参加するのかが重要

な問題となっている」2と指摘している。

つまり、学校教育において、学習者に実

際に参加しているということを感じさ

せる授業の手法を取り組む必要がある。	

以上の理論から、今の学校教育に存在

する問題はいくつかを以下の通りに指

摘する。第一に、学校教育の内容は学習

者の生きることとの関係が見えないこ

とである。第二に、学校教育の意義が今

の学校教育の中で明確にしていないこ

とである。第三に、学校教育の中に学習

者の自主性が発揮できないことである。

第四に、学校教育を受けている学習者た

ちの間の関係は競争的な関係であるこ

とである。これらの問題は、学習者たち

の学習意欲の低下と直接的な関係があ

ると思われる。これらの問題を解決する

ため、学習意欲を高める授業の手法の一

つとしての参加が位置づけられるよう

になった。	

	

第三章	 ワークショップ型授業	

（1）ワークショップ型授業	

ワークショップとは、「講義など一方的

な知識伝達のスタイルではなく、参加者

が自ら参加・体験して共同で何かを学び

合ったり創り出したりする学びと創造

のスタイル」3である。	

ワークショップの起源は多様なものが

あるが、現代の社会教育に影響を与えた

のは 1946 年に行われた、アメリカのコ

ネティカット州ニューブリテン市の「人

種差別をなくすために働くソーシャル

ワークのワークショップ」であった。そ

れは、ロールプレイや自由討論などの対

話学習によって、市民意識の啓発と実践

的トレーニングを行ったワークショッ

プとも言える。その後、社会教育の方法

や心理療法の方法として、世界に広まっ

た。	

日本におけるワークショップの起源は

１９４７年である。この年から教育基本

法と学校教育法が施行され、教育勅語を

教育の基本指針として使われていた状

況と比べ、大きく転換した。そのとき連

合国は「日本の民主化」という目的を抱

いており、そのための具体的な方法の一

つとして「学校の民主化」を提出した。

１９６０年代末の「学生運動」の中での



「参加」の要求が、その後のワークショ

ップ的ありようの広がりの一つの動因

になったと言える。しかし、欧米でワー

クショップが広がっていったのに対し

て、日本での広がりは一部にとどまり、

教育界ではワークショップという用語

は長い間一般化しなかった。	 	

ワークショップが日本において広汎に

行われるようになったのは１９９０年

代以降である。９０年代以降、文科省は

新学力観として「知識を一方的に教え込

むことになりがちであった教育から、子

どもたちが、自ら学び、自ら考える教育

への転換」を提唱した。そして、１９９

０年代のはじめに、「学び」と「授業に

おける自治」の問題が提起され、ワーク

ショップ型授業は一定的に広がった。学

校教育の領域でワークショップを注目

され始めたのは、２００２年に「総合的

な学習の時間」が導入されてからである。

その時から、ワークショップに関する実

践である人権教育や国際理解教育など

の分野から学校という場まで広がって

くる。２０１０年から文部科学省は「児

童生徒のコミュニケーション能力の育

成に資する芸術表現体験」を始め、ワー

クショップが各教科領域で取り組まれ

るようになっていった。	

	 ワークショップ型授業を提起する理

由として、まず、ワークショップ型授業

は学習者の自主性を重視する授業の手

法である。また、ワークショップ型授業

は協調的学習手法である。第三、ワーク

ショップ型授業は、参加という性格を持

つ学習手法である。以上の理由を踏まえ

て、ワークショップ型授業が学校教育に

導入する必要性を明らかにした。	

（2）実践から見るワークショップ型授

業の構造	

ワークショップ型授業の構造はアイス

ブレーキング、グループの作成、プレゼ

ンテーションとふりかえりの4つの段階

に分けられる。実際授業の記録を分析し

て、それぞれの段階は学習者の学習意欲

に与える影響を検討し、ワークショップ

型授業が活動的な性格を持っているこ

とを明らかにした。	

（3）ワークショップ型授業は学習意欲

に与える影響	

	 ワークショップ型授業の危険性につ

いて、まず、ワークショップ型授業は体

験と参加を重視する授業手法であるが、

ワークショップ型授業における体験は

実際の体験とイコールではない。また、

ワークショップ型授業は学習意欲を高

めるため、他者との関わりの手法を用い

るが、学習者が一人で学ぶときの状態に

配慮することが必要である。	

	

第四章	 まとめと今後の研究	

学習意欲を高めることに対しては、学

校教育が大きな責任を担っていると思

われる。それゆえ、学習者自身が興味を

もつ内容、学習者が将来の社会の一員と

して社会生活と関わるための授業、そし

て、学習者が他者との関わりによって、

学びの快楽を感じながら知識を身につ

けるという学習者の視点から築き上が

る授業の手法—ワークショップ型授業
の重要性を提出した。	

今後の研究課題として、以下の２つを

検討する。まずは、ワークショップ型授

業は知識を系統的に身につけることに

は向かないというデメリットがあるた

め、今の学校教育に適応するかどうかと

いう問題である。ワークショップ型授業

は開始から終わりまで５−７回がかかる。

学校のカリキュラムからみると、大きい

比重を占めているとも言える。これは、

今後の大きな課題である。また、本論で

は、総合的な学習の時間と社会科の二つ

の領域からワークショップ型授業の構

造を分析した。しかし、ワークショップ

の分類からみると、さらに広い範囲で応



用できる可能性があると思われる。学校

教育の他の学科においての応用するこ

とも期待できる。これも、今後の課題で

ある。	
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